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はじめに
　ネパールの新生児死亡率は 1,000 人あたり 39 人
（WHO2008）、妊産婦死亡率は 10 万人あたり 380 人
（WHO2009）で、これらの死亡率が高いことが最優
先課題とされている。そこで、ネパール保健人口省






　 ネ パ ー ル の 地 方 行 政 体 は、5 つ の 開 発 区 域
































（ANM）・Maternal and Child Health Worker
（MCHW）と医療補助職に属する Health Assistant
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り村民に近い所で働く Community Health Worker






















　日本政府は、2012 年 1 月〜 2013 年 5 月、2013 年
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Ⅲ．ルパンデヒ郡 4 行政村母子保健事業 
 日本政府は、2012 年 1 月～2013 年 5 月、2013







































消毒もされていた。2013 年は年間 501 人の出産があ









































　インタビューをした MG は、活動を始めて 3 年に
なる。この村では、女性は働かないので、夫に生計
を依存している。お金がないときは米を売って現金
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域の妊婦の 8 割以上（事業開始前 4 割）が妊婦健診




































































































９ ）特定非営利活動法人 AMDA 社会開発機構．ネ
パール事業（2014）ルパンデヒ郡 4 行政村におけ
る住民能力強化を通じた母子健康増進事業．
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